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幼稚園 32 － － 1 － 19（障害 9)
小学校 245 37 18 19 13 15







(人 )  　％
在籍数
(人 )
 幼稚園    9/15 68 52 76 772
 小学校   20/52 452 347 76.7 8402
 中学校    8/18 256 170 66 3968
教員の意識調査にみる特別支援教育の現状と課題 
18





























































































幼大規模 100 人以上　小規模  50 人以下
小大規模 800 人　〃　小規模 220 人　〃




 ３． 通常学級に在籍している、医療や相談機関で LD ADHD ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群  高機能自閉症などの診断や判断を受けてい
る児童生徒についてお聞きします。
 ⑴あなたが担当する学級にそのような児童生徒はいますか。（  ）いる（  ）複数いる（  ）いない（  ）わからない
 ⑵ ⑴で「いる」「複数いる」と答えた方と過去に担当したことがある方にお聞きします。どのような支援があればよいで
すか。（複数可）
　 （  ）児童生徒への直接支援  （  ）周りの児童生徒への直接支援  （  ）担任への助言・相談
 　（  ）専科や教科担任などへの助言・相談    （  ）保護者への助言・相談    （  ）教材の紹介・準備
 　（  ）理解や対応を深める参考図書や資料の紹介　その他必要な支援内容を具体的にお書きください。〔　　　　　〕
 ⑶全員にお聞きします。３のような児童生徒の共通理解をはかるためどのような方法をとっていますか。
　 （  ）軽度発達障害〔LD ADHD ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰなど〕について校内研修を行う　　（  ）会議で度々話題にする
　 （  ）軽度発達障害の診断や判断を受けている児童生徒の様子を知らせる（  ）事例検討を行う
　 （  ）職員室で日常的に話題に　　（  ）参考資料や図書の紹介　　　　（  ）講演研修などに積極的に参加
 ４．「特別支援教育」のあり方についてお聞きします。
 ⑴昨年 12 月に「特別支援教育」に関する中教審の中間報告が出ましたが、その内容は把握できましたか。
　 （  ）把握できた（  ）把握できない部分がある（  ）把握できない（  ）知らない
 ⑵「特別支援教育」で大切だと思われる課題を３つ選んで○をつけてください。
　 （  ）校内支援体制づくり  　（  ）教室，教員などの環境整備　　（  ）全教職員の理解を深める研修
　 （  ）専門性をどう高めるか　（  ）支援対象児童生徒の判断基準　（  ）保護者への理解のすすめ方
　 （  ）他の児童生徒や保護者の理解のすすめ方  　　　　　　　　　（  ）その他〔  　　　　　        〕
 ⑶ １日に１～数時間，特別支援教室などで個別の指導を受ける『通級制度』について、どのような課題があると思われ
ますか。（複数可）
　 （  ）通級指導を誰が担当するか（  ）専門的な指導が行えるか  （  ）保護者の理解が得られるか






     知的障害児（  人）  情緒障害児（  人）  肢体不自由児（  人）　その他（  人）
 ⑵校内の共通理解や配慮を得るため、どのような方法をとっていますか。（複数可）
　 （  ）校内研修で定期的にとりあげる  （  ）会議で度々話題にする　（  ）職員室で日常的に話題にする
 　（  ）学級だよりを配付する　　　　　（  ）参考資料を配付する　　（  ）その他〔            　　　〕
３．通常学級に在籍している、医療や相談機関で LD ADHD ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ症候群  高機能自閉症の診断や判断を受けてい
 　る児童生徒についてお聞きします。
 ⑴あなたは特殊学級担当として、そのような児童生徒を支援することができていますか。
 　（  ）支援できている（  ）どちらかと言えばできている（  ）十分支援ができていない（  ）できていない
 ⑵⑴で「十分支援ができていない、できていない」と答えた方にお聞きします。それはどんな理由からですか
 　（  ）在籍している児童生徒の指導・対応に苦慮しているため　（  ）直接支援できる時間がないため
 　（  ）児童生徒の実態が把握しにくいため  （  ）担任との連携がうまくいかないため





























































































































































































門的な指導」を課題と感じている人は小学校 218 人 
















































































































































教員配置 7 支援体制 16 専門機関の連携 5
教室場所 10 受け入れ態勢 8 高い専門性 9 推進委員会設置 1
予算 3 負担になる 6 研修が必要 8 管理職の専門性 1
学習形態 2 生徒に有効か 4 判断基準 4 現場の声を反映 1
時間保障 1 その他 6 保護者対応 4 疑問・反対 5
教員配置 　　　（小 34　中 7  特担 5)
教室・場所　　（小 6  特担 4)
受け入れ態勢　（小 1  特担 7)
支援体制　　　（小 12  中 1  特担 3）
専門性　　　　（小 3  中 4  特担 2）


























































































　中央教育審議会最終答申　平成 17 年 12 月
・ 本研究は、和歌山市の特別支援教育研究班の研究の
一貫として、研究所員と共に調査したものをもとに
まとめた。
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大嶋智子　北野由美子　松岡由美子　岩本のり　
河野恭子　﨑山善久　辻　昌子　西原優美子　
宮下美晴　川口恭子　（研究顧問）江田裕介
